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岡山県立津山高等学校

〒708-0051 津山市椿高下62
Mail :  tuyama02@pref.okayama.jp

TEL :  0868-22-2204

WEBサイト：www.tuyama.okayama-c.ed.jp

高 い 専 門 性 と グ ロ ー バ ル な
視 点 を 兼 ね 備 え た 次 世 代
ト ッ プ サ イ エ ン テ ィ ス ト の 育 成

津山高校では、幅広い教養と変化の激しい社会を生き抜く力である

「VGR」を身に付け、将来リーダーとして広く地域社会や国際社会に

貢献する生徒の育成を目指し、様々な活動を行っています。

津山高校で身に付ける力 「VGR」とは

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）第Ⅲ期指定（令和４年度～令和８年度）

研究テーマ

東京大学や国立科学博物館で最先端の自然科学研究に触れる「ＳＳＨ東京研修」を４年ぶりに現地で実施され、１年生２０名が参加しました。
１日目 東京大学本郷キャンパスにある地震研究所を訪問
２日目 東京大学駒場キャンパスを訪問
３日目 国立科学博物館で研修を受ける
【生徒が作成したポスター】

何かの学問の進展が他の学問の進展に影響する事があるから
一つの分野に特化することも大切なことだけれども学問全体
を広い視野で見ることができるようになりたいと思った。



先端科学研修 理数科2年次生

兵庫県播磨科学公
園都市にある,世界
最先端の研究施設
であるニュースバ
ル,Spring-8,SACLA
の3施設を見学しま

した。

産業と研究が密接に関わり
合っているということを改め
て感じた。
これほどの技術を持つ日本
はもっと世界で評価されて
ほしいし、それ以上に日本
に住んでいる人にも知ってほ
しいと感じた。

京都大学研修 2年次生（SS・NS・MS選択者）

SSHの各行事の詳細は、
ぜひブログでをご覧ください！

私たちには到底計り知れな
いような小さな世界を見る
ことができるのはとても興
味深く、どのようになって
いるのかとても気になりま
した。

思っていた以上に自
由で、受動的な態
度では、絶対に勉強
や研究についていけ
ないから、自由だか
らこそ自分で計画
を立てて行動するこ
とが大事ということ
に改めて気づいた。

ライフサイエンス研修 理数科1年次生

福山大学の秦野
琢之名誉教授（本校
卒業生），太田雅也
教授の2名の先生方
と，2名の大学院生
の方にご指導いた
だき，充実した研修
を行うことができまし
た。

習っていないことでも
チームで考察をして,
どうしてこうなってい
るのかとしっかりと考
えることのできる体
験が出来てよかった。

▲ ニュースバルでの見学 ▲ SACLAと SPring-8 での見学

▲ 本校卒業生との座談会

▲ 杉山教授による京都大学のガイダンス

▲ ソモギー・ネルソン法による

還元糖の検量線作成の様子

秦野先生の講義から
ラオスでのラム酒造
りによる新しい角度
の挑戦は自分に挑戦
することの大切さを
再確認させてくれた。

本校同窓会 京
阪神支部長でもあ
る京都大学･杉山
雅人特定教授と京
都大学の先生方,
多数の本校出身の
京都大学生たちの
支援を得て,京都
大学で充実した研
修となりました。


